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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
方
に
は
、
お
健
や

か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
一
斉
改
選
に
よ
り
、
一

九
〇
名
の
新
任
委
員
を
含
む
四
七

五
名
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
新
し

い
仲
間
と
の
出
合
い
に
喜
び
と
期

待
を
抱
く
と
共
に
、
お
互
い
を
尊

重
し
支
え
合
う
活
動
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。改

め
て
、
適
任
者
を
ご
推
薦
い

た
だ
い
た
自
治
会
長
さ
ん
を
は
じ

め
、
関
係
各
位
の
ご
尽
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
四
月
に
発
生
し
た
熊

本
地
震
を
は
じ
め
、
台
風
に
よ
る

水
害
等
の
自
然
災
害
が
相
次
ぎ
、

そ
の
上
天
候
不
順
が
重
な
り
ま
し

た
。
生
命
の
尊
さ
と
助
け
合
い
の

大
切
さ
、
ま
た
関
係
機
関
等
と
の

連
携
し
た
体
制
づ
く
り
の
必
要
性

を
痛
感
致
し
ま
し
た
。引
き
続
き
、

地
域
の
方
に
民
生
委
員
の
存
在
や

活
動
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ

き
、
担
当
地
区
内
の
把
握
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

現
在
、
核
家
族
化
が
進
み
、
近

隣
同
士
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な

る
中
、
今
後
増
々
地
域
に
お
け
る

助
け
合
い
、
支
え
合
い
の
心
が
大

切
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
私
達

は
地
域
の
一
員
と
し
て
、
ま
た
地

域
福
祉
の
担
い
手
と
し
て
、
誰
も

が
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
は
、
民
生
委
員
制
度
の
前

身
で
あ
り
ま
す「
済
世
顧
問
制
度
」

の
創
立
か
ら
数
え
て
、
す
で
に
創

設
一
〇
〇
周
年
と
い
う
大
き
な
節

目
を
迎
え
ま
す
。
先
人
が
、
長
い

年
月
を
か
け
て
築
い
て
こ
ら
れ
た

地
域
へ
の
変
わ
ら
な
い
思
い
を
継

承
し
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

三
つ
の
基
本
姿
勢
で
あ
る
「
社
会

奉
仕
の
精
神
」・「
基
本
的
人
権
の

尊
重
」・「
政
治
的
中
立
」
を
指
針

と
し
た
活
動
に
心
掛
け
、
飛
躍
の

年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご

多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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新
年
を
迎
え
て
の
あ
い
さ
つ

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
に

は
、健
や
か
に
新
春
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
と
、心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、日
頃
か
ら
川
越
市
社
会
福

祉
協
議
会
に
対
し
ま
し
て
、あ
た
た

か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
、心
か
ら
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
日
の
地
域
社
会
は
、急
激
な
少

子
・
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、ひ
と

り
暮
ら
し
世
帯
、高
齢
者
だ
け
の
世

帯
が
増
加
し
て
い
る
状
況
に
加
え
、

地
域
の
結
び
つ
き
や
住
民
相
互
の
絆

が
年
々
希
薄
化
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、経
済
的
格
差
な
ど
の
拡
大

も
相
ま
っ
て
、社
会
的
孤
立
や
生
活

困
窮
、介
護
、子
育
て
に
対
す
る
不

安
な
ど
、様
々
な
福
祉
課
題
が
多
様

化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、地
域
住
民
が
主

体
と
な
り
、と
も
に
支
え
合
い
助
け

合
う
地
域
福
祉
の
推
進
が
喫
緊
な

課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
の
改
選
に
よ
り
、ご
就
任

さ
れ
ま
し
た
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
皆
様
に
は
、多
く
の
福
祉
課
題
が

山
積
す
る
な
か
、地
域
福
祉
の
担
い

手
と
し
て
、ま
た
、地
域
住
民
の
身

近
な
相
談
者
、支
援
者
と
し
て
ご
活

躍
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
切
に
願
う
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

川
越
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
い

た
し
ま
し
て
は
、地
域
福
祉
の
中
核

的
役
割
を
担
う
団
体
と
し
て
、多
様

化
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応

す
べ
く
地
域
福
祉
の
推
進
に
向
け
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
を
は

じ
め
、各
種
の
関
係
団
体
・
機
関
等

と
連
携
を
図
り
、地
域
に
根
ざ
し
た

福
祉
の
充
実
に
向
け
、よ
り
一
層
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、今
ま
で
以
上
の

あ
た
た
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
と
と
も

に
、貴
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を

お
祈
り
申
し
上
げ
、新
春
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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地
域
の
活
動
紹
介

は
っ
ぴ
ー
体
操
サ
ー
ク
ル

は
、
新
宿
町
六
丁
目
の
新
旧
民

生
児
童
委
員
が
中
心
と
な
り
、

加
齢
に
伴
い
衰
え
や
す
い
筋
肉

を
、
維
持
、
向
上
で
き
る
「
い

も
っ
こ
体
操
」
の
実
践
を
と
お
し

て
、
町
内
の
皆
さ
ん
が
元
気
に
生

活
で
き
る
習
慣
を
身
に
つ
け
る
取

り
組
み
を
目
的
に
、
平
成
二
十
六

年
一
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

サ
ー
ク
ル
活
動
は
、
毎
月
二
回

第
一
水
曜
日
と
第
三
水
曜
日
に
、

二
十
五
名
程
が
出
席
し
、
六
丁
目

自
治
会
館
を
会
場
に
、「
い
も
っ
こ

体
操
」
と
「
演
歌
で
健
康
体
操
」

を
中
心
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
肺
炎
予
防
や
脳
の
活
性

化
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
吹
き

戻
し
呼
吸
筋
体
操
、
脳
ト
レ
算

数
、
お
手
玉
、
吹
き
矢
を
取
り
入
れ

た
各
種
ゲ
ー
ム
等
、
内
容
に
工
夫

を
凝
ら
し
な
が
ら
参
加
者
が
楽
し

め
る
活
動
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
楽
し
み
は
、
体
操
の

後
の
お
茶
会
で
、
趣
味
や
旅
行
の

話
に
花
を
咲
か
せ
る
時
が
一
番
楽

し
い
よ
う
で
す
。

二
十
八
年
度
は
、
春
と
秋
に
簡

易
体
力
測
定
を
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
み
ず
ほ
」
の
協
力

を
い
た
だ
き
実
施
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

地
区
内
の
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

は
、
東
部
地
域
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ぽ
ぷ

ら
の
樹
の
二
会
場
で
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
民
生
児
童
委
員
は
東
部

地
域
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
オ
レ

ン
ジ
カ
フ
ェ
に
、
毎
回
四
名
が
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
、
主
催
す

る
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
よ

し
の
」
の
職
員
と
、
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
共
に
運
営
が

円
滑
に
出
来
る
よ
う
に

心
が
け
て
い
ま
す
。

初
回
は
平
成
二
十
六

年
九
月
で
し
た
か
ら
三

年
目
に
な
り
ま
す
。
毎

月
第
一
金
曜
日
の
九
時
半
〜
十
一

時
半
開
催
で
お
茶
代
と
し
て
百
円

頂
き
ま
す
。
参
加
者
は
毎
回
三
十

名
程
で
、
女
性
が
圧
倒
的
に
多
く

会
話
が
弾
ん
で
、
カ
フ
ェ
の
中
は

と
て
も
活
気
が
あ
り
ま
す
。
会
場

に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
手
芸

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
参
加
者
の
楽
し

み
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
カ

フ
ェ
な
の
で
お
品
書
き
が
あ
り
メ

ニ
ュ
ー
も
豊
富
で
す
。
夏
の
一
番

人
気
は
メ
ロ
ン
ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ダ
で

し
た
。淹
れ
た
て
の
コ
ー
ヒ
ー
も
年

間
を
通
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。

夏
に
は
開
店
前
の
待
ち
時
間

に
、
熱
中
症
予
防
の
た
め
の
飲
み

物
を
配
り
、
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
ま

し
た
。
各
テ
ー
ブ
ル
に
は
い
つ
も

季
節
の
花
を
飾
り
、
皆
で
居
心
地

良
い
空
間
と
時
間
を
共
有
出
来
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

地
区
社
協
と
共
催
で
行
う
十
二

月
の
ク
リ
ス
マ
ス
ス
ペ
シ
ャ
ル
は

地
区
内
の
中
学
生
も
参
加
し
て
百

名
規
模
に
な
り
ま
す
。
中
学
生
か

ら
は
元
気
を
も
ら
い
、
中
学
生
に

と
っ
て
は
地
域
の
高
齢
者
を
知

り
、
認
知
症
へ
の
理
解
が
深
ま
る

良
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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1人
当たり
件数　月

比率合計件数

平
成
二
十
七
年
度
の
年
間
活
動

記
録
集
計
か
ら
、
日
々
の
活
動
を

振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
度
は
、
川
越
市

民
児
連
が
三
年
ご
と
に
実
施
し
て

い
る
「
居
住
者
カ
ー
ド
」
作
成
年

度
の
た
め
、
二
十
六
年
度
と
比
較

し
、
「
そ
の
他
の
活
動
件
数
」
欄

の
「
調
査
・
実
態
把
握
」
が
約
十

一
倍
に
、
「
訪
問
件
数
」
欄
の

「
そ
の
他
」
も
、
約
三
倍
に
増
加

し
て
い
ま
す
。
居
住
者
カ
ー
ド
の

作
成
は
、
川
越
市
民
児
連
の
特
色

あ
る
取
組
の
一
つ
で
す
。
自
治
会

と
協
力
し
て
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
依
頼
方
法
や
回
収
方
法
等
は

各
自
治
会
に
よ
り
異
な
っ
て
い
ま

す
。
集
ま
っ
た
居
住
者
カ
ー
ド

は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
担

当
地
区
の
も
の
を
保
管
し
、
日
々

の
活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た

め
の
重
要
な
情
報
資
料
と
し
て
活

用
し
て
い
ま
す
。

「
訪
問
件
数
」
欄
の
「
訪
問
・

連
絡
活
動
」
が
月
平
均
約
十
三
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
一
人
の
担
当

地
区
の
高
齢
者
等
の
見
守
り
件
数

を
示
し
て
い
ま
す
。
月
一
回
の
訪

問
な
ら
十
三
名
の
高
齢
者
等
を
、

月
二
回
の
訪
問
な
ら
六
〜
七
名
の

高
齢
者
等
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
毎
月
三
十
名
近

く
の
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
を
行

っ
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

「
連
絡
調
整
件
数
」
欄
の
「
委

員
相
互
」
は
、
月
平
均
約
七
件
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
委
員
相
互
の

情
報
交
換
は
活
動
の
充
実
や
民
生

委
員
・
児
童
委
員
相
互
の
交
流
を

図
る
上
で
大
切
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
「
そ
の
他
の
関
係
機
関
」

は
、
月
平
均
約
四
件
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
質
問
や
事

態
に
対
応
す
る
た
め
に
関
係
機
関

と
の
連
携
は
欠
か
せ
な
い
事
で
あ

り
、
今
後
益
々
増
え
て
い
く
と
思

い
ま
す
。

「
活
動
日
数
」
は
、
月
平
均
約

十
五
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

大
半
は
、
高
齢
者
等
の
見
守
り
活

動
が
占
め
て
い
ま
す
が
、
「
そ
の

他
の
活
動
件
数
」
欄
の
①
「
行

事
・
事
業
・
会
議
へ
の
参
加
・
協

力
」
が
月
平
均
約
三
件
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
青
少
年
健
全
育
成
・

防
犯
活
動
の
会
議
へ
の
参
加
や
、

小
中
学
校
の
行
事
や
最
近
増
加
し

て
き
た
生
徒
指
導
上
の
情
報
交
換

会
へ
の
参
加
等
。
②
「
地
域
福
祉

活
動
・
自
主
活
動
」
が
、
月
平
均

約
五
件
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
市

が
推
進
し
て
い
る
「
い
も
っ
こ
体

操
」
や
「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」

に
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
積

極
的
に
協
力
し
て
い
る
活
動
等
。

③
「
民
児
協
運
営
・
研
修
」
は
、

月
平
均
約
三
件
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
地
区
別
の
毎
月
定
例
会
や
部

会
（
六
つ
の
部
会
）
へ
の
参
加

等
。
こ
の
よ
う
な
活
動
に
日
々
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
相
談
・
支
援
件
数
」
（
分
野

別
）
欄
の
「
高
齢
者
に
関
す
る
こ

と
」
が
約
六
十
五
％
、
「
障
害
者

に
関
す
る
こ
と
」
が
約
九
％
、

「
子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
」
が
約

十
三
％
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
私

達
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

が
、
高
齢
者
に
関
す
る
こ
と
が
大

半
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま

す
。
川
越
市
で
は
、
高
齢
化
率
が

二
十
五
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
今

後
、
高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
、

様
々
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。
私
達
民
生
委
員
・
児
童

委
員
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

信
条
を
し
っ
か
り
確
認
し
、
日
々

の
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、

こ
の
「
活
動
記
録
」
集
計
結
果

が
、
活
動
の
更
な
る
充
実
に
役
立

て
ば
幸
い
に
思
い
ま
す
。

【
資
料
提
供
】
福
祉
推
進
課

【
文
責
】
西
田
・
久
保
田

平成27年度　活動記録　集計より

平
成
二
十
七
年
度
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員

「
活
動
記
録
」報
告
よ
り

H27.4.1～H28.3.31時点
民生委員・児童委員　486人

内容別

分野別

その他の
活動件数

訪問件数

連絡調整
件数

活動日数

相
談
支
援
件
数

5.0%
3.4%
 16.7%
1.0%
4.1%
5.3%
2.1%
0.5%
0.7%
4.6%
1.2%
3.3%
29.6%
22.5%
100.0%
64.6%
8.6%
13.1%
13.6%
100.0%
62.5%
11.0%
16.5%
9.8%
0.2%
0.1%
100.0%

0.14
0.10
0.47
0.03
0.11
0.15
0.06
0.01
0.02
0.13
0.03
0.09
0.83
0.63
2.82
1.82
0.24
0.37
0.38
2.82
18.55
3.25
4.89
2.90
0.06
0.03
29.68
13.33
27.25
40.59
6.79
4.35
11.14
 14.61

828
564
2,740
160
669
874
342
84
107
754
202
547
4,856
3,699
16,426
10,611
1,416
2,157
2,242
16,426
108,185
18,965
28,532
16,885
349
178

173,094
77,767
158,940
236,707
39,603
25,383
64,986
85,212

在宅福祉
介護保険
健康・保健医療
子育て・母子保健
子どもの地域生活
子どもの教育・学校生活
生活費
年金・保険
仕事
家族関係
住居
生活環境
日常的な支援
その他
　計
高齢者に関すること
障害者に関すること
子どもに関すること
その他
　計
調査・実態把握
行事・事業・会議への参加・協力
地域福祉活動・自主活動
民児協運営・研修
証明事務
要保護児童の発見の通告・仲介
　計
訪問・連絡活動
その他
　計
委員相互
その他の関係機関
　計

内容別

分野別

その他の
活動件数

在宅福祉

生活環境

介護保険

要保護児童の発見の通告・仲介

健康・保健医療

その他

日常的な支援
住居 家族関係

高齢者に関すること

障害者に関すること

その他
子どもに関すること

民児協運営・研修 証明事務

子どもの教育
　　・学校生活

子育て・母子保健
子どもの地域生活

生活費
年金・保険
仕事

地域福祉活動
　　・自主活動

調査・実態把握

行事・事業・会議への参加・協力
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だ
い
た
三
面
六
臂
の
お
姿
を
し
て

い
る
。
こ
の
観
音
様
は
弱
い
庶
民

の
悩
み
ご
と
に
応
じ
て
、
い
ろ
い

ろ
な
お
姿
に
化
身
し
慈
悲
を
与
え

て
く
れ
る
こ
と
か
ら
、
広
く
世
間

に
広
が
り
を
見
せ
て
い
っ
た
。

の
ち
に
「
馬
辷
り
坂
」
と
も
言

わ
れ
た
こ
の
急
坂
は
太
田
道
灌
に

よ
っ
て
改
修
工
事
が
ほ
ど
こ
さ

れ
、
交
通
の
難
所
も
解
消
し
た
。

江
戸
時
代
に
は
馬
の
保
護
神
と
し

て
広
く
信
仰
さ
れ
、
我
が
町
内
で

も
昭
和
十
年
代
ま
で
は
、
広
く

人
々
に
信
仰
さ
れ
て
い
た
。

毎
月
十
八
日
の
縁
日
に
は
、
お

籠
り
や
芝
居
小
屋
、露
店
が
立
ち
、

ア
セ
チ
レ
ン
ガ
ス
の
匂
い
が
流

れ
、
賑
や
か
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。

戦
後
、
生
活
様
式
が
一
変
し
馬

も
市
民
の
日
常
生
活
か
ら
遠
ざ
か

り
、
昔
の
面
影
は
望
め
な
く
な
っ

た
。
現
在
は
自
治
会
の
手
で
毎
年

八
月
十
八
日
を
祭
礼
の
日
と
し

て
、
観
音
様
の
伝
統
を
守
る
努
力

が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

息
子
が
高
一
の
時
、
仙
波
町
に

転
入
。
暫
く
し
て
息
子
に
二
人
の

友
人
が
出
来
四
十
年
近
く
交
流
が

続
い
て
い
ま
す
。
二
人
は
高
校
時

代
電
車
通
学
で
駅
に
近
い
我
が
家

で
た
ま
に
小
休
止
し
て
か
ら
帰
り

ま
し
た
。
高
校
、
大
学
、
就
職
、

結
婚
と
随
分
長
い
間
私
も
話
の
仲

間
に
入
れ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

男
子
校
だ
っ
た
息
子
達
、
大
学
生

に
な
る
と
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
を
連

れ
て
来
て
部
屋
が
明
る
く
な
っ
た

の
も
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

息
子
は
海
外
勤
務
が
長
く
独
居

の
私
を
ご
夫
婦
で
気
に
か
け
お
花

見
、
映
画
、
外
食
と
楽
し
い
時
間

を
作
っ
て
下
さ
っ
た
り
、
電
話
で

健
康
確
認
し
て
下
さ
い
ま
す
。
も

う
一
人
の
方
は
突
然
い
ら
し
て
ス

ポ
ー
ツ
の
話
に
は
じ
ま
り
職
場
の

事
な
ど
楽
し
く
近
況
報
告
し
て
下

さ
い
ま
す
。
私
は
息
子
と
話
す
よ

り
二
人
と
の
時
間
の
方
が
多
い
と

言
っ
て
い
つ
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。私

も
い
つ
の
間
に
か
老
人
の
仲

間
入
り
。
老
人
の
悪
い
く
せ
は
同

じ
話
を
何
度
も
し
た
り
、
愚
痴
話

に
な
っ
た
り
、
相
手
の
話
を
聞
い

て
い
な
い
。
相
手
を
す
る
人
は
大

変
と
図
書
館
か
ら
お
借
り
し
た
本

で
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
時
間
が

た
っ
ぷ
り
有
る
私
。
二
人
が
来
て

下
さ
っ
て
も
お
相
手
出
来
る
よ
う

朝
一
番
に
新
聞
を
開
き
、
図
書
館

や
本
屋
へ
行
く
事
を
続
け
る
つ
も

り
で
す
。

第
7
地
区

佐
藤
　
美
也
子

霞
ヶ
関
北
地
区

小
林
　
龍
巳

徐
々
自
分
の
人
生
が
、
今
、
正

に
黄
昏
ん
と
す
る
時
、
ふ
と
自
分

の
人
生
を
振
り
返
る
と
、
日
々
や

る
べ
き
事
を
懸
命
に
努
力
し
て
来

た
充
実
感
と
同
時
に
何
か
く
っ
き

り
と
し
た
轍
を
残
し
た
か
っ
た
と

い
う
心
の
淋
し
さ
を
感
じ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
は
社
会
の
た
め
に
無
償
奉

仕
活
動
、
特
に
地
域
に
関
わ
る
環

境
美
化
活
動
を
第
二
の
人
生
の
生

き
が
い
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
を

心
に
決
め
ま
し
た
。

周
辺
の
河
川
環
境
の
悪
さ
、
こ

の
環
境
整
備
こ
そ
が
地
域
と
の
連

帯
感
を
生
む
と
確
信
し
四
季
折
り

折
り
楽
し
め
る
、
色
彩
の
花
壇
づ

く
り
を
定
年
後
十
五
年
間
継
続
し

て
来
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
地
に
「
住
ん
で
み

た
く
な
る
よ
う
な
」「
住
ん
で
良

か
っ
た
」
と
思
え
る
環
境
す
く
り

を
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
し
て
行
こ
う

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
間
、
環
境
美
化
の
社
会
貢

献
が
認
め
ら
れ
、
県
知
事
よ
り
二

度
賞
を
賜
り
（
感
謝
状
・
シ
ラ
コ

バ
ト
賞
）
感
謝
感
激
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
の
私
に
と
り
ま
し
て
も

大
き
な
心
の
財
産
に
な
る
こ
と
と

信
じ
ま
す
。

自
分
の
や
り
た
い
情
熱
資
産
を

持
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
活
躍
の
場

や
生
き
が
い
の
あ
る
場
は
無
限
に

大
き
く
広
が
る
こ
と
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

エ
ー
ジ
ン
グ
（
高
齢
新
人
類
０
を

目
指
し
、
一
年
発
揮
し
健
康
で
楽

し
く
有
意
義
な
、
生
き
と
し
生
け

る
も
の
を
愛
し
む
心
を
養
い
刻
を

大
切
に
過
ご
し
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

我
が
町
内
に
脈
々
と
伝
わ
る
観

音
様
の
祭
り
は
、
鎌
倉
時
代
の
十

三
世
紀
初
頭
に
河
越
三
郎
重
員
に

よ
っ
て
こ
の
地
に
祀
ら
れ
て
以
来

七
百
年
余
り
。
今
日
に
至
る
ま
で

地
域
の
信
仰
を
集
め
て
来
た
由
緒

あ
る
観
音
様
で
あ
る
。

こ
の
附
近
は
高
低
差
が
あ
り
高

台
か
ら
は
遠
く
、
秩
父
連
山
、
浅

間
山
、
富
士
山
ま
で
も
が
良
く
眺

め
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
た
。
観

音
様
の
山
号
が
冨
士
見
山
と
称
さ

圓
谷
　
常
房

三
光
町
自
治
会

会
長

第
十
地
区

各
地
区
の
小
さ
な

　
川
越
ま
つ
り

各
地
区
の
小
さ
な

　
川
越
ま
つ
り

冨
士
見
山　
　
　
　

馬
頭　

観
世
音
祭
り

妙昌寺住職による観音経の奉経

そ
ろ
そ
ろ

い
と
お

（4）民 児 協 だ よ り



第
十
一
地
区
は
、
本
庁
管
内
の

南
部
に
位
置
し
、
川
越
駅
西
口
か

ら
所
沢
街
道
を
挟
み
左
右
に
広
が

る
新
宿
町
六
町
内
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
総
人
口
一
一
、
六
一
三

人
、
世
帯
数
五
、
三
〇
四
、
高
齢

化
率
二
十
・
一
％
民
生
児
童
委
員

十
六
名
、（
欠
員
一
名
）
主
任
児

童
委
員
二
名
で
活
動
し
て
い
ま

す
。月

一
回
の
定
例
会
で
は
、
初
め

に
講
演
会
、
研
修
会
に
参
加
し
た

方
か
ら
内
容
や
感
想
を
伝
え
て
い

た
だ
き
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
情
報
を

共
有
し
て
い
ま
す
。
連
絡
事
項
や

配
布
物
、
後
は
事
例
を
通
し
て
質

問
会
・
ミ
ニ
研
修
会
を
入
れ
て
同

じ
よ
う
な
事
例
を
経
験
し
た
り
関

わ
っ
て
い
る
人
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
貰
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
地
区
視
察
研
修
会

は
、
防
災
を
テ
ー
マ
に
六
月
に
鴻

巣
に
あ
る
埼
玉
県
防
災
学
習
セ
ン

タ
ー
、
九
月
に
地
区
社
協
役
員
、

自
治
会
長
と
共
に
東
京
臨
海
広
域

防
災
公
園
を
見
学
し
、
災
害
に
強

い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
地
震
や

暴
風
な
ど
の
災
害
時
の
対
処
方
法

を
体
験
、
学
習
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
月
第
二
水
曜
日
に
実

施
し
て
い
る
一
人
暮
し
高
齢
者
の

会
食
会
は
今
年
の
十
月
で
発
足
二

十
六
年
に
な
り
、
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
十
一
名
の
皆
さ
ん
と
共
に

「
毎
月
楽
し
い
、
来
て
良
か
っ
た
」

と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
会
に
成
長

し
ま
し
た
。
食
後
の
催
し
物
は
、

工
夫
を
凝
ら
し
オ
ル
ゴ
ー
ル
演

奏
、
振
り
込
め
詐
欺
に
あ
わ
な
い

為
の
講
座
、
口
の
健
康
と
食
事
、

筋
肉
を
鍛
え
る
体
操
な
ど
実
施
し

ま
し
た
。
お
一
人
で
過
ご
す
時
間

が
多
い
皆
さ
ん
に
と
っ
て
地
域
の

お
友
達
と
会
話
を
し
た
り
、
同
じ

時
間
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ

け
る
事
が
私
達
の
見
守
り
活
動
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。い

も
っ
こ
体
操
も
三
町
内
で
実

施
し
て
お
り
全
町
内
で
発
足
す
る

こ
と
が
目
標
で
す
。
現
在
新
し
い

住
宅
建
設
が
更
に
進
む
中
、
人
と

人
と
の
心
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

す
る
活
動
を
更
に
展
開
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

れ
る
の
は
そ
の
時
以
来
と
考
え
ら

れ
る
。

急
坂
の
上
り
下
り
は
か
な
り
厳

し
く
河
越
三
郎
重
員
が
こ
の
急
坂

を
通
り
か
か
っ
た
折
、
輩
下
の
武

士
が
落
馬
に
よ
り
人
も
馬
も
足
を

痛
め
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
馬
の
守
護
と
し
て
馬
頭
観
世

音
を
安
置
し
た
の
が
由
来
と
さ
れ

て
い
る
。

ご
本
尊
は
頭
上
に
馬
頭
を
い
た

だ
い
た
三
面
六
臂
の
お
姿
を
し
て

い
る
。
こ
の
観
音
様
は
弱
い
庶
民

の
悩
み
ご
と
に
応
じ
て
、
い
ろ
い

ろ
な
お
姿
に
化
身
し
慈
悲
を
与
え

て
く
れ
る
こ
と
か
ら
、
広
く
世
間

に
広
が
り
を
見
せ
て
い
っ
た
。

の
ち
に
「
馬
辷
り
坂
」
と
も
言

わ
れ
た
こ
の
急
坂
は
太
田
道
灌
に

よ
っ
て
改
修
工
事
が
ほ
ど
こ
さ

れ
、
交
通
の
難
所
も
解
消
し
た
。

江
戸
時
代
に
は
馬
の
保
護
神
と
し

て
広
く
信
仰
さ
れ
、
我
が
町
内
で

も
昭
和
十
年
代
ま
で
は
、
広
く

人
々
に
信
仰
さ
れ
て
い
た
。

毎
月
十
八
日
の
縁
日
に
は
、
お

籠
り
や
芝
居
小
屋
、露
店
が
立
ち
、

ア
セ
チ
レ
ン
ガ
ス
の
匂
い
が
流

れ
、
賑
や
か
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。

戦
後
、
生
活
様
式
が
一
変
し
馬

も
市
民
の
日
常
生
活
か
ら
遠
ざ
か

り
、
昔
の
面
影
は
望
め
な
く
な
っ

た
。
現
在
は
自
治
会
の
手
で
毎
年

八
月
十
八
日
を
祭
礼
の
日
と
し

て
、
観
音
様
の
伝
統
を
守
る
努
力

が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

第
十
一
地
区貫

井
　
壽
子

各家庭にお札を配布

う
ま
す
べ

（5） 民 児 協 だ よ り



時
の
鐘

時
の
鐘

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
二

十
九
年
も
良
き
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
祈
念
し
ま
す
。
私
た

ち
広
報
部
会
は
、
平
成
二
十

五
年
十
二
月
よ
り
編
集
を
担

当
さ
せ
て
頂
き
、
第
七
十
号

が
最
後
の
編
集
と
な
り
ま
し

た
。
昨
年
十
一
月
末
で
丸
三

年
が
経
過
し
十
二
月
か
ら
、

新
し
い
広
報
部
会
員
に
よ
り

編
集
が
始
ま
り
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

毎
月
﹁
活
動
記
録
﹂
を
記
入

し
月
別
活
動
件
数
、
集
計
報

告
書
を
市
へ
提
出
し
て
い
ま

す
。
今
号
で
は
、
こ
の
集
計

結
果
を
川
越
市
全
体
で
ま
と

め
て
み
ま
し
た
。
改
選
時
期

は
何
と
な
く
そ
わ
そ
わ
し
て

し
ま
い
ま
す
が
、
民
生
委
員

同
志
の
隣
人
愛
に
よ
り
、
乗

り
越
え
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

七
十
号
の
編
集
担
当
者

は
、
西
田
壽
、
長
田
汎
美
、

久
保
田
修
平
、
本
間
房
恵
、

長
谷
川
玲
子
、
矢
澤
千
春
、

新
井
純
夫
、
肥
後
一
隆
︵
表

紙
写
真
担
当
︶
で
す
。

主
な
民
児
連
関
連
活
動
日
誌

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

川越市社協

1
月
19
日

　
　
　
新
任
者
研
修
︵
県
主
催
︶

1
月
31
日

　
　
　
新
任
者
研
修
︵
市
主
催
︶

2
月
6
日

　
　
　
理
事
会

2
月
15
〜
17
日

全
国
民
生
委
員
指
導
者
研
修
会

3
月
6
日

　
　
　
理
事
会

3
月
17
日

役
員
及
び
部
会
長
等
合
同
会
議

4
月
3
日

　
　
　
理
事
会

4
月
27
日

　
　
　
監
査
会
、
部
会
報
告
会

5
月
12
〜
18
日

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

5
月
21
日

第
27
回
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り

川越市社会福祉協議会のホームページに
「民児協だより」が掲載されています
川越市社会福祉協議会のホームページに
「民児協だより」が掲載されています

川越市社会福祉協議会ホームページ

福祉団体

市民児連の「民児協だより」をクリック

検索

岡
田　

育
恵
（
第
７
）

市
川
冨
美
子
（
川
鶴
）

霞
ヶ
関
地
区
民
生
委
員

　
　
　
　

児
童
委
員
協
議
会

松
本
富
三
江
（
第
１
）

神
山　

初
江
（
第
２
）

谷
内　

正
代
（
第
５
）

増
田
多
か
子
（
第
10
）

貫
井　

壽
子
（
第
11
）

松
岡
三
千
代
（
芳
野
）

関　
　

征
司
（
南
古
谷
）

坪
井　

靖
子
（
高
階
）

小
渕　

考
子
（
高
階
）

武
内　

節
子
（
高
階
）

山
内　

早
苗
（
大
東
）

大
室　

千
章
（
霞
ヶ
関
）

栗
原　

正
之
（
霞
ヶ
関
北
）

上
蓑　

礼
子
（
川
鶴
）

栗
原　

俊
子
（
第
３
）

永
倉　

政
子
（
第
５
）

菊
田　

洋
子
（
第
８
）

川
﨑　

勇
次
（
第
10
）

田
口　

朋
子
（
第
10
）

松
本　

隆
男
（
第
10
）

江
㞍　

旬
子
（
南
古
谷
）

長
谷
川
八
重
子
（
高
階
）

沖
田　

一
枝
（
福
原
）

仲
谷　

光
正
（
大
東
）

大
金　

正
司
（
大
東
）

吉
田　

弘
子
（
大
東
）

仲　

の
り
こ
（
大
東
）

石
川　

由
美
（
大
東
）

大
野　

明
子
（
霞
ヶ
関
）

中
島
眞
利
子
（
霞
ヶ
関
北
）

蓮
見　

敦
子
（
名
細
）

山
岸　

富
子
（
第
７
）　

松
本　

道
子
（
第
９
）

横
田
美
智
子
（
第
10
）

荻
原　

秀
子
（
高
階
）

宗
像
ヤ
イ
子
（
福
原
）

長
島　

幸
子
（
霞
ヶ
関
）

加
藤　

道
子
（
名
細
）

皆
川　

昭
代
（
第
３
）

大
金　

正
司
（
大
東
）

芳
野
地
区
民
生
委
員

　
　
　

児
童
委
員
協
議
会

全
国
社
会
福
祉
大
会

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

埼
玉
県
民
生
委
員

　
　
　
・
児
童
委
員
大
会

埼
玉
県
知
事
功
労
章

埼
玉
県
社
会
福
祉
大
会

会
長
表
彰

永
年
勤
続
単
位

民
協
会
長
表
彰

優
良
民
児
協
表
彰

埼
玉
県
社
会
福
祉
大
会

埼
玉
県
知
事
表
彰

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

全
国
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
　
　
　
連
合
会
会
長
表
彰

︵
優
良
民
児
協
表
彰
︶
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